
 

 

 

水産土木チーム 

第 24 回全国漁港漁場整備技術研究発表会で研究成果を発表 

2026 年 9 月 2 日、3 日に新潟県佐渡市の佐

渡中央文化会館「アミューズメント佐渡」で開

催された水産庁主催の 「第 24 回全国漁港漁場

整備技術研究発表会」に参加し、当チームの田

村研究員が「UAV グリーンレーザーを用いたコ

ンブ藻場のモニタリング手法」について発表

しました。 

本発表会には、水産庁、地方公共団体、研究

機関、民間企業など漁港・漁場整備に携わる関

係者約 300 名が参加し、基調講演や開催地報

告、水産庁からの報告のほか、7 題の研究・技

術発表が行われました。 

発表では、UAV グリーンレーザーを用いてコ

ンブ藻場を三次元的に計測し、潜水調査との

比較により海藻高の把握精度や適用可能性を

検証した研究成果について報告しました。点

群データから算出した海藻高は潜水調査結果

と概ね一致し、広範囲の藻場を面的に把握で

きる可能性が示されました。 

また、海藻高などの三次元情報を活用する

ことで、海藻現存量（バイオマス）の把握やブ

ルーカーボン量の算定精度向上につながる可

能性についても紹介しました。さらに、今後の

実用化に向けて、現在手動で行っている点群

分類を機械学習や深層学習により自動化し、

より広域かつ効率的な藻場モニタリングにつ

なげていく方向性について説明しました。 

発表会を通じて、全国各地で進められてい

る漁港・漁場整備に関する技術や研究事例に

ついて情報収集するとともに、関係者との意

見交換を行う機会となりました。今回得られ

た知見を今後の研究に活かし、藻場の効率的

な調査・モニタリング手法の確立に向けて、引

き続き研究を進めていきます。 

2026 年 9月 17 日 
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研究発表会の概要、発表内容等は、以下で閲覧できます。 

https://www.jfa.maff.go.jp/j/seibi/R8_gyoko_happyo_kai.html 


